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ブし研-の動脈

坂 田 勝ー 茂

. 
普1緒言

第1報に於ては脈動の大鐘の観測結果に就hて漣べたがF 本報にては祭象要

素K図る服動振轄の消長k就いて迷ぺるO脈動振幅と策象要素との関係は既宮

論ぜられてゐるが，之は大阪に於ける同様のととを調査しF 特に波浪が海岸に

撃突して起るので・はたいかと云ふ考史を基礎に置いて調査》進めた。今脈動蹴

起の策象要素を前報の如く，殿風F 陸風，季節風，不連績線，局所的{底無墜に

分けて述べる0

~ 2魁風

' . 

調査期聞に於ける騎風の襲来は 5同あるο第 1園は之等の髄風に就いて，

¥策 1闘 騎風中心径路と大阪の腰動振輔との蹄係‘

海と空，策 18巻，集 8按， 1938. (1) 
(2) 杵島磨;富崎に於ける脹動停研究，気象集誌.錆 2韓，賓客 14巻， 策 9披， -1.936. 
その他。 ← f 

(3) K; Wa~ati and K. Masu司a; On. Pulsatoric OSdUation of色he
Geophys. l¥fagazille， Vol. 9， No. 3， 4. 
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(c) 1'3の場合 γ(d). 1¥の場合

(e) Ti;・の揚ー合 ー舘 2間 .(e).-T5 の場合

その径路と中心が，該駄にある時の大限の脈動振幅との関係を闘示したもので

ある。殿風が南大東島に到る頃，内地で、は脈動の活動が地震記象上 tこ:EJ~tL 始

め，接近すると共に振幅は大とたるととは周知の事である。大阪に於ても問機

であって以上の 5伺め殿風の個々は就いてみると次の如くである。
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崎風に困る大阪の股動振幅と気象喪棄の蹄。係

(a) T1の揚令
闘規軍



co-9月 24日.......10月6R(T3 との時の脈動は第 2園 (a)に示す如
く，初めの間は平穏な脈動を績けてゐたが(振幅数'ミクロン)， 26.日の午後よ

り念に振幅を増大して '20f'に慈してゐる0・との時殿風は第 1国 (a)に示す

如く大阪の南南西 2000kmの洋上にあり，殿風は乙の脈動の原図では危い犠

，て思はれるo天安ま箇 (fi)(26日18時〉に依ると朝鮮や島を縦断する不連績線』

天 気 闘 (a) ・ • と南海道より東海道κ沿
.1936年 9月 26日Hs時

ふ不透綾線があった。文一

向日四図沖に 7501I1mの

低筑摩が停滞しj別に朝

鮮年島又は釣島海峡を筏

ぎり，日本海を遁遜した

る低筑摩がある。併し一

般に大阪にては日本海を

;透過した低筑摩怯内陸に
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方 200kmのあたりを通過する前後上り増大して殊に通過後最大振備を示す。

之は東京に於て騎風が房総牛島沖を遁過後最大とたるのと関係が似てゐる。

三尺に風;車，ー寄託墜との比較は第 2間 (a)の如くであるが，大殺に良く千行じ

なミ略記説を舟てy・る O

0) 本報中にては矯風;'f.臨!民;C;季節風 M.不連続線;1).局所的低気箆;L.C. 
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てゐる。風速は祭歴程平行Lてゐたい。同闘には潮岬の風速及ひ*本検潮儀記

録に表れた潮位振動(波浪)を記入しであるが潮位振動は極めてよく平行するo

第 3闘は嘗.日の桧潮儀記録である。
- -百

策 3闘，tfS本検潮儀記録('1¥)に依る栂位振動

、J、 4・ .6 ." 7 8'  . 1() '.?恥月旭市 2~' }j A. 
a・、

(2)19月 9日'"."10月 15'日 (T:.d との殿風は第 1園 (b)に示す如〈我

が図の南東洋上を北東に進んだ齢風であって大阪よりの最短距離は約 600km

である。前述の殿風 (T1) が通過後脹動は静かであったが 9日あたりより振幅

の増大を見，..13日の午後齢風の中心は八丈島の南方，.200kin tc達した一時，振.

幅は最大 (2711-)とたった。

手くに風速，祭壇を之に比絞してみると前の例k同様に祭壇5は相営に平行して

ゐるにも不拘F 大阪の風速と左程平行してゐたい。潮岬の風速も大韓同様であ

るぶ '12 日に風は可成り吹いてゐるが振幅の増大を見友いのは，風向が多<~北じ

東叉は東北東であるので

(3) 1却0月 18日-1却0月 2幻1日(但T耳3) 尉風の径路と大阪に於ける脈勤振縞

のø~係は第 1 闘い)に示した如くであるが，踏風がグアム島附近にある時振

。絡の大なるはこの鴎風の矯でなく，じたる鵬風が房総沖を遜過した震であっ

て，その理由は前誌の如〈である。 18~1.9 日頃沖縄附近に齢風が来た頃j 大‘

阪に.L:I土紙勤の活動が盛んとなり始め， 20日の午後騎風が房線沖を遜遜じた

時lfl:1之とたh金振幅ば 37JLである。=第 2関 (c)に於て策摩との平行性は前
主同様で風速も大徳民於て良〈平行してゐるが潮岬の風速が却って予行してゐ.

(1) 海洋気象華駒場市本槍溜所。
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友い。亦，大阪の:風が正午過ぎ6-7-m/see程度とたるに平行んて振幅も大に.

たってゐるのも興味あるととと思ふ。

(4) 11月日日--11月 12日(T4) 脈動振幅と中心距離との関係、は第 1

国 (d)K示す如く本例は典型的たもりである:正大阪の南南西 1600kmの洋

上に於て殿風が北東に進むに従って数ミクロンの脈動は漸次大きくたり 11日

8時に中心は大阪の南東 350kIU，にありて振幅は最大 Fとなり 31-μとたった。

気象要素と比較してみると第 2国 (d)に示す如く前 3例と異り策墜は明瞭た

る平行を示さたい。風速も

大阪，潮岬共に十数時間ゃ

れてゐ.'o。との時風向は

Tzの場合と同様に北東，北

北京である第，風浪は岸-に

激突するととは出来たい。

との脈動の振幅増大の竃接

原因が騎風の中心域主り議

せられるウネりであるとと

は勿論で、あらうがfとLに・

1正日 ~_6 時の天策問(天無

題 b参照〉に依ると内地-

は棺蛍の集慶傾度を有Lて

沿り封島海峡ど日本海を遁

る不惑績線左大阪を南北れこと・

過ぎる不透績線がありとの.

後者の不透績線に依る影響

も見落すととが出来友い。

天気。闘 (b)

1936 .1J~ n月11日"6時

く5)‘11月"19日""':"'11月:23日(To)働第 1園 (e)を見るとーとの齢風庇依る冊

目底動の活動期は 22 日 -23 日で~，"との時の脈動は前伊111司様，.齢風の中心距離

が一般に遠いむでその影響も一般に小さい。どの齢風l字国る脈動の前(19日
-/'-. 守‘

午後〉にも少し議達してゐる。之は 18日の午後，沖縄の西方K!室生した低寄託

く47S)



遭きが 1913 '8時頃，潮岬沖を通過してゐる震と思はれる。ィ、低祭E雲に限らず宮

殿風，盟主風等も観測所が前面にある時は脈動現れす字通過後数時向乃至，.10，数時

間後に最大と左るととは大阪のみたら歩東£富佐に於ても既に云はれてゐ

るO 集象要素との比較は前敷例の場合と大同小異である。

(6) 殴風に封する考察 髄風の中心径路とうた阪の脈動振幅との関係は第 1

闘に依って明治亙にされてゐるが振幅の最大は何れも中心遜通後である。大阪に

於ける脈動議生の原因は波浪であらラが，若し風浪であるたらば Tz，Ts，T4.1 

T5，の場合はイ可.s:も潮岬に於て北東風である震に大、した波浪ば生じ友いわけで

ある。夫にも不拘，拡幅増犬し:てゐる句は煙者風に依るウネv~であると考ヘねば

なちぬ。串本の検潮儀に現れた潮位振訟の験部結果を第 2国の各々に結線を

以って記入すると引の場合は極めて脈動に平行してゐるが，他の場合は夫程

でたい.，勿論，検潮儀は構治上 2分程度以上の波浪は描かぬ様にしである震

に今讃取ったものが如何なる波浪であるかは明瞭を依くが，海面動揺の大小を

示すーっの標準比一は相違友ぃム

目底動振幅の治長は上速の如く風浪も原因するであらうが，より以上k ウネリ

に因ると患はれる。第i1聞に依って明かに殿風の径路が大阪よりより速い場

ー合は振掘の最大とたる中心位置がより東へ移動してゐるととが知れる。夫は:尉

風の中心附近ごまり送り出されるウネリ波が海岸に到達ずるに要す?る時間の間に

髄風は東叉は北東に移動する得 策4園最短距離正脈動最大時間のずれとの調係

K他たちたい。第 4闘に於て j

潮岬より殿風の中心径路K至る

距離が最短とたった時五mより脈

動振幅が最大と在った時刻まで

の時間 L1tを縦軸に，潮岬より

殿風の中心径路に至る最短距離

sを横軸にとると Ts，'1'4は:少 03 ダ'00

clう K.'Waosもiand K. Masuda;前掲論文中 1>.314.‘ 

(2) 件烏磨; 前為。

( 3) 中心通過なる語は前掲杵島氏論文より借用す。

1t咽 1(711

(4) 検潮自記紙に現れた趨.:lVJ2-3分以上タコ不規則た振動を“潮位ョ接勤"と名付けるa
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しはづれるが他は一直線上托乗る。

齢風の進行速度を考へl亡入fして，ウネ

サの速度を計算する。第 5国に於て O

を原黙とじ今殿風の径路が直線である

ιして O生で表す。 Sは観測駄にてF
S よ-り騎風の経路OA'上に至る最短距離

策 5闘低気塵中心位置と最大

ウネリ Uコ進行方面主の闘係・'

バ
ーL干乙ム」
-F¥一一一LJ-JF/'i:

を否五ニsとす。 OA上を V.kmlれたる述

さで、進行ずる髄風が径路上の B に来た時，殿風の中心附近よりを愛せられたウ

ネリが t'm/secたる速度ゼ進み s~.C到達するとすo 今騎風が原票占 O を裂して

B vr.至り，そとを出たウネリが Sに至る金時間を tとすると次め関係式が成

立つ。
α-x.1/s2十x2
t二一一一+一一一一 ・・咽・・・・・・・…・・・・¥・・・・・・・・ぷ・・・・ (1)Yψ  

但しと~ !(:α=υA' x==ABである。時間 zが最小たる震には

dt 1 .， x 
ーご-ー与+ょっよ=ご=0 叉は x.=.一一一一一一.. 
伽 V 的 2+X2 υ(2-E

f!pち最も皐く S"に波が到達するま日き B 黙は (2)式Kて奥へられる。

亦騎「或が O より符路上を K に到る迄の時間を t'ιす右と
αー

・・・(3)
V 

で、あって，(t-t')は第 4闘fと於ける Jt

である故に
'¥ 

.::1t=t-t'=.~ Lノ戸ごE- ，
Vv 

叉は A
官

一一
M

W
一一一げ一一4u

一
V一
一mu 

との式を用ひてウネリ、の速度を求める

と第1去の如く在る。

トロコイド波の進行速度。は

( -f80 ) 
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旬=νa
V 271" 

;ーで， とld亡 λ は波長，g:は重力の命日湾度である。今週期を，'Tとすれば

.λ2・η・¥== -'-'V~. 
g"" 

27T 
'T=一一V，
g 

， ， 

で、あ、る。上記の得?と旬の健を使用すると夫に封臆:ずる波長，遡期は弐の如く

たる。

の=11.24m/secλ= 79.4:m ''T= 7.2 sec. 

西太平洋

東支那海

計嘆に依って得たる結果はパリスの親測値と可成り良く一致Lてゐる。但し此

の結論をなすべく材料は不充分であるがト脈動成生機構を考へる上に於ては重

要と思はれる。

~ 3，髄、風

調査期胡中に庇風の襲来は 8同あってF その中 3例は日本海を，.， 5例防本

州南方を通過してゐる。之等の径路と犬l坂のー脈動振幅との関係は第 6園に示

Lてある。ヨえに 81困の臆風の個々に付き述べる。

(1) 10月 25日""10月 27日(Ct) 黄河河口に後生L-:た大陸性低気墜は

第 11闘 (a)に示す如内く戟鮮北部，日本海中部を経て津軽海峡を東へ遜渇し

た。脈動振幅は低策盤中心が北海道南部を東へ出先司7日8時頃最大とたっ

てゐる正一般に低須磨が本州の南を通った場合と日本海を通過し?と場合を比較

すると時間の訟くれが後者の方が透かK大きい。風向風速は大阪y 潮岬共

に1 との脈動には官会り興ってゐたいo但し大阪の 27日の風速は平行性を見

せF 之は大阪に於ける低築展通過後の西風優勢の癖を示す震と恩はれる。大阪

の策一墜!ま 26日‘lS"寺に最低 75'7粍を:示して振幅最大時刻と 10数時間のす=

(1) 須両院失; 海洋科卒 P.484.

(481 ) 
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れがあるが，夫は盟主風が日本海側を通j!l!lL"た蒜に振幅最大時刻が中心通過時刻

より極めて告くれる魚である O

: (宮): 11 月 26日-11月 28.日 (Cz)' 乙の低気屡も前例と同じ径路を経て

日本海に出Fτ40粍の深度を保って日本海北部を遇遁樺太め南部に上陸F北東

に進んだ。振幅も C1の場合と同様に，陣太1て歪IJ:ヲた 28日8時頃最大とたって『

ゐる。イ旦し本例は前野iJと異り本チ1'1 を横断したかった~.，その張中高も小さい。気象

要素との比較も前例 C1 と!司撲である。策担きは 27's' '1，1時頃最低 7.36粍に

たつァCゐるが振幅最大は犬より 20時間程会くれてゐる'。大阪の風i去は精子行

ずるも潮岬の浪速は平行せiぅ27日の午後は西市凶の強風で策墜とほむ王子行

してゐる。串本検湖儀i亡現れた湖tiI:振動は.'j恢劫振幅と大鰭に平行してゐる。
(3)且 1月 19日-1月 23日 (CS) 之は前 2例が日本海を通過したのに釘.

して!本邦の南方を浮過した例寸あるO. 第，6闘(付与こ依り路風通過径5各と振

呼高消長とを見ると 19 日 22 時頃潮岬~lll を中心示度 75.4 -粍を以つr東北東に

進み，その頃脈動振幅は精大となる傾向を見せ，露風が湧線、宇島南方洋上に;込

先頃振幅は最大 (4011-)とたってゐるO ζ のあえ4}~ifof:長は殿風の場合と T皮肉i~誌

の型式であ，~ò 筏路が同様に本邦南方洋上を通過した稔であちう d 気象21:'索￡

の比絞は第 7国(ぞ)に示，す如くとの場合も JO，時f号絞りの会くれがるし祭

壇互は勿論時間のゐくれを考へればよく合ってゐるが風速・も大阪，話~~Ili[ií，共に時

間の告〈れを考ヘれば:可成り良く平行してゐる o との;台くれは騎風の攻にて~

~・べた原因と同じであるo22日の午過ぎ第 2の極大を作危うてゐるのは 21日の

夜より 22 自の朝方にかけて 3 倒の小低気還さが(らと;まピì~iJ じ径路を議渇し

てゐる震であるらしい。 21 日 lS 時頃大!~反?潮崎共 P= 北京の~X風が吹いてゐ

るが之は直接には大阪の脈主力に影響してみない。'

(4)句 1月 31._日--2月央日((¥)"J月 30n タ支出会 ~F.i:J ~. .-f. iわて設{:~~L だ佼'

‘筑摩は 31日に支那海に出て，東北東lて進み 2，Jj ] 日夕方;リヨfl~f ~t; iiHi土守

て 2日 5時潮岬を中心示度目。粍にて通過しJ更に 1'2時引に:<1:..[是認やお

をかすめて夕刻には金華叫lilPf主連し‘後北京tてjえ七千ごc 第 U !ft;] (d)工P紙数

振幅消長をみる、と 2}i1 日迄小さかったifi~j協は礎広告て湖~Í!fE に悲:)ー，た七日 50lL 訟

りと友り 8時には最大 (110jJ-)となっ}7と二J その後fZ:宗緊が本:;、!じて?fr..ふて北上

;!o4 



するに従ひ脈動停漸弐減少してゐる。本例も筑摩p 風速共に数時間長くれがあ

るが比較的忙良く平行してゐる。 faj本例は調査期聞に於ける脈動中娠幅のうた友

るとと第 2位であるがとの振稿の大なる理由は旋風が極めて観測地k接近し/

た鴛である。振幅・の消長が模範的た例である。

ぐ5) 2月 10日--2月四日 (Co，C6) 第 6間 (e);，(f)， ~亡示す如く j 本

例は 2個の民主風が相纏いで潮岬を通過してゐる震に第 7圏 (e)に示ナ如き振

幅の最大を数偶有した特異た形になってゐるo'Coが四閣の南方プ300kmの洋

上にある時，玩に第 1の極大に到達してゐる。而Lて C5は 12日18時頃潮

岬沖 .150km '(ljあたりを北東に過ぎ脈動振幅は大して小さくたらす;， C5が銚子

沖に進んだ 13日の正午頃，同日 5時潮仰を通過したらは遠州灘に達して

烏り脈動は第 2の極大にたってゐる。第 3の極大とたる頃には C，5， C6は:合

し:て北海道の東部海岸にあ.
〆

天
r

気 圏 (c)

ったo.夫祭圏 (c)に依ると

12日の早朝小さい低気盛

が不透稜線を伴ひっ公潮岬

. t中を通過してゐるがp 第 1

の極大はその:mと思はれ

る。第2の極大は C5に依

るものと一目撃は考へてみた

が之は C5，C6に依るもの

より寧ろらに依るものと

考へられる。夫は筑摩等も

より平行i主を有し，中心示

度も深いo 第 3の極大を

作った涼凶は不明で、あるが

その頃大阪を不連績線が通

過してゐるのではあるまい

か。

1937年 2月.12日6時

(6) 3月 9日"-3月 12日 (C7)、 9日夕刻揚子江流域に後生した低気盛は

く必5)



10日ーには東支那海に出て:，， 11日には九州に至り i中心示度 748‘粍を示♂じ，夕

刻には南関東芝東北東に '740粍にて進んだ。第， 6'圏 (ωg討)fに亡明か完た足る如く蕗風

2宝ザゴじdけ凶~.引.j件i

図及び紀伊宇島を槙麟して 11白1汀7時頃振幅な最夫(但Im411m9AA;;?〉とたた‘つた九:脈動

振幅を策象要素と比草絞交ずると'最大振幅が之と!司程度の TH C4/ と同様に策盤

は極めてよく平行してゐる十勿論，‘数時間η会くれはあるυ 風速も良く平行し

てゐるが潮岬の風速は調査中に於けるもので最も良て相闘を有じでゐるむので

あるn 11 日 2 時には SS~E で， 8時には，.S'~ 14時には $S'W:に愛ヲでゐる

が常に南成分を有し， '太平洋の波浪は海岸に吹きづ什ちれたと考:へでもよい占

第 8:圏に掲げた串本の検潮儀氏依ると 11日の早朝は乎常時と同様に湾の静

振が副振動の如き規期的危振動を記録してゐるが正午頃には精々不規則とな

りF 振動の振幅も大きし週期も緩くなった。 16時より 1τ 時あた.りが最も

不規則立つ振動の振幅も-大である。との潮位振動に依っても大凡の波浪の紋態

をうかピふととが出来る-。

ご賞~ 8圏 串1本検溺儀記録くC，f，-依る潮位振動〉

ー(7) 3月 168--3月 19日 (Cs) 3月プ 16日朝山東省に致生した低気j屡

は可成り念速に東に進み，朝鮮生島を横断して夕刻には江稜沖にあれ日本海

を経て翌日の靭，秋田沖に達して7.:18耗を示してゐ?と。、との頃より脈動振

幅は急:に増大ーして約 40μ，となったo ~Ilち露~.~えが本州、!年上陸した頃より振幅大

とたり，北に遠ざかるに従ってゆるやかに減少した。策象要素との比較は第 7'

.. (1) 本調査期間中;て於げる最大銀幅であるc

く錨6)



合画(g)の如く集摩風速共によく平行.k，潮岬の風向は南成分を有して海岸に波

浪を諮ったととが察ぜられ:る。

-:. (区) 盟主風におf~.考察 以上の如〈臆風に図る脈動 8・例に就で調査Lた

語ら縫風の径路を大別するe， (1).本升!南海岸に沿っ?て走る場合と，ー (2)日

本海を東方ンよく横断して奥羽地方又は北海道へ上陸する場合がある。前者を Ca

型と名付け，.後者を:-;'Cbl型;ε名付ける占
振幅を比較すると明かに仏壇の方が大きい。犬は Ca':型は比較的大阪の退

くを遁遜ずる潟であらうが波浪を海岸に打ちつけ易い事にも.依るであちう5

中心通過後援幅最大とたるに要す右時間ば Ca型が短い。 Ci，型の場合は臆風

が本子j'jた上陸後に最大となる 0，上陸持頃の祭摩配置は後商の本透綾線の存在，

その他の原因に依り大i疫の南方-海岸にウネリ的波浪を激Lく打ちヲける様化ーな

.る震と思はれるo

.号.4.季節風，不運績線，その他，髄風，盟主風vc ]ffiいで豚勤扱i~ffi の消長原

因と考へられるものに季節風pλ不透績線，局所的{草案盤があ，~o

よ1)，12月 2日--12月 7日(斑1) 2日の正午頃よ.り疾風乃至強風が約 1

週間に亙り本州全土を吹き募った内'之に平行して大阪の脈動も振稿が大と友つ

?と。邸ち第Q関 (a)に示す如く大阪の風速は 2日宜午頃 Um/secとたり以後

緩いてゐるが?脈動も犬と同様に大となり 7日まで約:20μ 程度の振幅を保:つ

?と。風速は大阪，潮岬共に同程度で会図的に一様に吹いたと思ってまいら犬阪
-(J) 

にてはとの期間に於て極めて拐瞭に笈選期感動が現出してゐるo短j週期脈動の戸

振腕は 5.......，6μ であるが 5日午前，大阪の風速が 8rn/secに逮じ?と持念iC大

き〈友り 20P.近く vC友つであるO 叉風が無くなった 4日午詑， 8日午前の

数時間は短選期脈動も消失してゐる。大阪j潮時F 笠岡の還常漣期!!設勤娠中高を

比較してみるとァ般に拡幅の大さは大阪，潮岬，翠悶の}艇であるが季節風昨年尽く

いた特段大阪，豊岡潮岬の!瞭序になる。之は北西風である鴛に日本海岸ピ尽

に依って打ちつけられる波浪の鴬に勝勤が惹起されるに他たち'1;'0"

(2) 12月 14日 (D1) 14日正午頃最大 30μ なる明僚たる脈動が現れたむ

との時中部地方を太平洋より日本海へ賞ーく;不透綾線の他~.;夫氏を通過した不透

(1) 第 1報，策 1問委照。

(487 ") 



綾線があったG乙の脈動は後の不透績線に依りて蹴起されたものと考へられる。

:本州全士が 770粍の高集昼間内にあって 30fiに議するは極めて稀である。

;.(3) .12 月 18 日~""，，12 月 23 日 (D;!) とめ期間には先づ18日18時頃17μ

-の小さい最大があれ叉 19日の夜宇より 20日Kかけて第 2，20日ーの午後

、第 ~3 の極大がある。ヨたいで 21 日 22 時頃振幅 35μ に議する脈動出現出し

てゐる。第1の極大は不透績線を伴った低気盛が日本海を通過した震であらう。

第:2;第 3の極大は本州南方を通過した，r、低集置きに依る、もので・あらう。第4
の極大は日本海と太平洋にある低察墜を遜る不連績線があって，之が大阪を

21日の夕刻遁過してゐる。之に依るものであらうo

(4) 1月 6日.........1月 9日 (Ds) との不連績線は天気圏 (d)に示す如くで

あったが，日本海にあった

低集座が中部地方を太平洋

に前ってF 遁過すると共に

夕刻不透綾線、も大阪を遁過

した。-脈動も夫と共に振幅

増大したが不透績線通過の

5奇特の型ではたい。小低気，

盤が 6日21時頃潮岬沖を

遁過してゐる需に振幅が表

示たいのであらうδ

(5) 1月 10日--1月

13"日 (M;!) 10日 8時頃

より脈動拡幅は急;に増'太し

で 20μK達して，後数日

間-15--20μ，程度の拡幅を

持績した。 9 日夕刻より

10日早朝にかけて数個の

天 F気'閏 (d)

1937年 1月 6日6時

低集摩が本升i南海岸に沿って北上じでゐるつ之に依って先づ脈動が撤起されF

市して 10日の霊より味き始めた季節風i亡依って数日間持綾されたもの?あ

(必8)



るo

ぐ6) 1月 29日--1月初日 (D，j). 24日朝日本海にあった低祭懸は向日夕

刻に舎津地方を越へて太平洋に出た。その低気~の後部にあうた不透.綾総は河

じ頃に大阪を南方に議越した。その1寄託後遺Lた勝勤は 29R 20時頃最大

30μ を示上所調不遜績線型とたってゐる。

(7) 2月 8日--2月白9日(L.C1) 勝重ちは?日より瀬与え増大の形式を止り

8日に至り念に増大して .1.1時に最大 26p-となっ売。北支那y 溺'~f;liif<こ 782 托

の優勢なる高京産があり，.季節風が吹き始めてゐた。とのIDlt勤は 7日の夕刻

より 8日朝院かけて本州南海岸に冶ふて北上した数個の小低気，墜に依るもの

である。

ぐ8) 2月初日-...2月 2.1E (D5) 20日 18持の天来闘い)に示す如く

日本海よ b東支那擦にかけ 天気間 (e)

;で一本の長い不迅鎮線が存

在してゐる。之が低気感の

移動之共に向日夜宇大阪を

南へ透過してゐるG その誘

H~動は同夜急:に増大 L.て

21日雪時に最大 30JLに

伝ってゐるp

(9) .2月 2H日 (L・C!!)

沖縄附近に百芝生した三個の

低条E誌はオホ F ツク海中部

より南下してゐる不連鎖線

v-沿って本弁i南方洋上を北

上し?と。震に脈動は 2H日

13時頃最大 26μ と怠って

ゐる Q

ー (10) 3月4日ム、3月 5

1937 5J~ 2 Jj 20 日 ]8尽き

日(l¥f:l) • 3 . nの夕刻より 4日早朝jにかけて，日本海沿岸に沿って 748粍rJ>'
( 4SH)' 



イ塁策摩が北京K進み， 4日6時にはF 秋田沖K達した。第 1の極大はとの低

f気墜に依るものか否か疑問であるが 4日の午後より吹き始めた季節風lて依っ

て 2、日間活動してゐるo此の時も MH:M2 と同様に短j虚甥紙動が現出Lてゐ
るむ通常週期膿勤F 短週期脈動の各振l揺主夫々 ，大阪F 潮岬に於ける風向風速と

の関係i土第 9闘い)及び日Ij歯it示してあるが遜常週期勝動振縮は潮岬ρ風速
之良く平行してゐるに反して短週期目反動振幅は大鐘溺方.の風i去に平行するが細

い黙に付いでは寧ろ大阪の風i去の方が良く平行するる

'; -(11) ， 3月 t日(L.qa) 九州南方洋上に愛生した低気摩は不透綾線を伴tJ.
Zムイi三ら北東民進み 750粍にて潮岬沖を遜過したのは 7日8時頃で、あった。

との低来歴の後方に 2，3の小低祭壇5が綾ぃ?と。本例の豚動はよの低気!患に原

因すると思はれるo

(12) 3月 21日.(L.C4) 本校iJも前例同様に局所的低気墜が 20'日 16時頃

紀州沖を渇過した鶏に振幅が大きくたったものでF えは大阪の振幅に比して潮

岬の夫が比較的大と:怠ってゐるごとより$IJる。

(13) 3月 24日-';3月 26日 (M4) 本例の脈動振幅消長の型式は Co'C6

の遁過の際に似た特異の型式を友してゐるo'24日日本海告抑止太平洋側に'2伺

の低朱墨きが本升'¥Vc平行して北上し， ViJEt 8時頃最も近づいた。との時より稼

だ告くれて不注績線が大阪を通過lpた。第 1の極大lまとの雨者に依るもので、

あって，その後全般気象特報は登せられ風雨は可成り張く友り，犬と共に， 30 

~40μ の振動が大阪にτは 26 日設で、緩いでゐるが，潮岬にては始めの低気

感の~~C Hμ のtK揺を示したにも不拘F 湾北部の風!と.依つては左程大となら
ぬ篤漸次減少した。振幅ξ風速の関係は第 9圏、(d)に1示したc亦此の時短週

期損L~主力は Ml1 ?¥f:!-， 1¥:13 と同様に明瞭に現れてゐる。

べH、)'3"月 29日........3月 30日 (D6) 天気圏 (f)〉にぷす如く中部地方より
太阪にかけての一本の不述績線が存在する己叉{正案墜は日本海中部を・東に進

みF 本州、iの大部分は低気置き間内にあった鴬に之等の素-図に依って 26μ の振幅

/と1ょったものであらう。

イ1) 短混期朕勤め振幅，遁期王大抵，溜岬の風向風速とめ蹄係関.'策3報!'と鶏1裁の強定。

_ ，~.( 2) 問時ο

(490) .' 



、. ー一..-

策 9圏 季節、J風K図る大限J)瓶ー勤扱鳩之呆象要素との鰯係

(tt) M1的場合 ・ (b) 些(})場合?

(15) 季節風，その他に封する考察季節風に因る脈動は勢力、は徐り強くえ

いが9 その性質上持緩性を有:手てゐる。部ち，$ve騒動は数日間 20μ 以上の

振幅で持績されてゐる。吹Fき始めに他の原因を件た勺てゐる怠にて見念に増大

し売かの如く見受けられるがさうではない。季節風tてイ去る脈動は軟地盤の場所

によく現れるもので潮岬?神戸の如き地盤際面の場所にては;大しで現れ友い。

不i車綾線の脈動に釣す;る動起力は季節風に比して透かに強い毛のであるが米

は一時的のものである。而して第一報第 1闘に侠り明かたる如く所第不連ー

績線塑怠る型を友じてゐる。

局所的f正案摩の勝起力は遜過場所に依り具り:L.Cu事?でーは太阪にては殆λど

影響を認めたいが L・Ca型の時比可成りの働起力を有してゐる。亦多くは不連

日)I.J・Cn及び I.J，Cbなる記載は C:l;ClJ小場合に準ず

(.491 ) 
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綾線を伴ってゐざ)~i乙不連続線に依るものか，ft，j所的低気感に図るものか，

判然としたい場台が多いっ

言5 結'び 日

以 I二!上通常5!当期級車hのfIl似消長と尉風を始め民主風その他の気象要素との関係

を羽:在したので、あるがその大約そ培げると火の様である。

(l} 殿 0t~.J9 び泣風等が7ィト手'l;j有力:i手上を通過する時I'ì.その低気IJJ~の中心が潮'

岬~rfl を:im込後数時間にして大!況に於ける拡幅が最大となる9 之は東京，宮崎氏

於ける場合と同傾向であって，之に:主主て弐項の考察がされる。

(2). IDR勤のtkl脇消長は尉j風の中心より去さり出されるウネリに依つての働起さ

れるものであるとすると騎風の中心上り出たウネリが陣地に到達するに要寸る

時間だけ東〆\艇jJ武の位il1tr~移動してゐる諜である。

との考へを以って，脈動の泊、長よりウネリの述皮 r を計算して見るとむニ

11.2 m. p. t'ec. ーなる f症を得る。之に鈎漉する成長~期は λ二 79.4mサ 'T'二 7.2sec. 

である。ウネリ・の賞測伐とよく一致してゐる。

(3) ~風の場奇に大I\r(( こ於ける tu~招待日本海を通過する場合より太平洋側

の場合の方が大きいC一般に拡幅は翠liIIJより潮岬の方が一大であるが， 日本海を

.通過した場合には却って!豊岡の方が大となる。

(4) 季節風の時は大院の紙動はその期;問中 HO~40μ の{baii; を保ってゐる

がj判断Ìt~二て Vú!隔は増大せ宇干白々振動を認め件る程度であるつ之に反して笠岡に

ては千常の場合よりも増たLて j"，-，Sμ，O)fk(:lpMとなる。

土日己のととより脈動振幅ifi長の立て凶が木千j羊nnJにある時は潮仰の弘申ij';が大と
たし日本海官iiJにある時は笠岡の振幅が大であるogpち主国iて依って惹起され

る波f1ミが海に衝撃を奥へる弓とに依つマJ:地の振動が現tl.，之が地哀を侭播ず

る£考べちれる O

(5ト停播性脈動に付いては手n法博士が銃1，こ指榔されてゐるが，本調査に於

ても低気墜に依る脈動は不述稜線等の場f?と異ち，介して侍a播性脈動である ξ思

ばれる。海岸にて誘設された脈動は地盤堅固怠る場所では振幅も小さいが大阪

の如き場所では極めて大となる。とれ侮播性脈動に就いては何れ改めて調査す

くわ、 布l達清夫，梓島磨:窒戸顔立風iと倖λ、地樫の駆動と傾斜i室戸回定風調査報告P.402c

(4~ ) 



るつもりである O

火鰻以上の如くであるが筆者は B.Gutellbergの如く普通脈動(週期-1"，，10

秒程のもの)ーは海波が海岸に到り，その衝撃が停播すると考へるがyその脈動の

生成機構に付いでは後日稿を改めて述べる議定である O 併し乍ら S.K..Ba~.erjé­

のま日き海波の底力嬰化が海底に及び土地の脈動を生じたり， Gherziの如く集

座獲化そのものが原因とたる考へ方は脈動の生成機構とじて疑問があるO

第三報の怒りに臨み， ;修始御指導と御鞭縫を賜づた和蓮先生に深甚の謝意を

表すでる弐第である。‘

補建

策 1圃及第・6画の説明

白丸は 6時.黒丸は18時に於ける騎風又は陸風の位置を示L，振幅を表はす線は貨‘

繰は 2時， 8時， -14;時， 20時..鞘線は-5時， 11時， 17時，_23時K於けろ観測値で

ーある己

"C於，中央集象牽大阪支蓋)ム

( 493) 


